
（単位：千円）

事 業 名 前年度予算額 要 求 額 審 査 額 摘 要

【県土整備部】 県土整備部公共事業

１，０４９億円（ １．０％減）

１ 公共事業 105,891,939 104,855,067 104,855,067 うち真水分 ５６４億円（１２．４％増）

（２１年度当初予算） 国庫 17,336,098 国庫 15,850,598 国庫 15,850,598

負担金 1,613,554 負担金 1,068,151 負担金 1,068,151 １ 道路・街路事業

諸収入 2,240,270 諸収入 2,026,849 諸収入 2,026,849 ６７９億円（ ８．４％減）

県債 65,398,000 県債 69,891,000 県債 69,891,000 うち真水分 ３４０億円（ ４．６％減）

一財 19,304,017 一財 16,018,469 一財 16,018,469 国庫補助事業

２００億円（ ６．８％減）

県単独事業

３２０億円（１０．３％減）

直轄負担金

１５９億円（ ６．４％減）

２ 河川事業

３７０億円（１６．３％増）

うち真水分 ２２４億円（５４．１％増）

国庫補助事業

１２７億円（ １０．１％減）

県単独事業

１２１億円（１４３．０％増）

直轄負担金

１２２億円（ ３．９％減）

県土整備部

－ １ －

【審査の考え方】

選択と集中の観点から、投資効果が高く、整備

が必要な箇所について措置するとともに、平成２

０年度２月補正予算とあわせ、前年度比で真水が

２０％増となる事業量を確保した。



（単位：千円）

事 業 名 補正前予算額 要 求 額 審 査 額 摘 要

国の２次補正に伴う公共事業の補正

２ 公共事業 106,509,067 7,764,300 7,764,300 ７８億円〈うち真水分 ６３億円〉

（２０年度２月補正） 国庫 17,799,077 国庫 5,390,030 国庫 5,390,030

負担金 1,928,029 負担金 30,040 負担金 30,040 １ 「生活対策」に伴う国庫補助事業の増額補正

諸収入 2,492,276 県債 2,342,000 県債 2,342,000 １１億円〈うち真水分 １１億円〉

県債 65,488,000 一財 2,230 一財 2,230

一財 18,801,685 ２ 暫定税率の失効による地方道路整備臨時交付金の減

収に対する追加配分に伴う増額補正

４１億円〈うち真水分 ２６億円〉

３ 地域活性化・生活対策臨時交付金による県単独事業

の追加による増額補正

２６億円〈うち真水分 ２６億円〉

県土整備部

－ ２ －

【審査の考え方】

国の２次補正予算に対応して、事業効果が高く、

県民生活に直結した、緊急に実施する必要がある

事業に対して要求額を措置した。



（単位：千円）

事 業 名 前年度予算額 要 求 額 審 査 額 摘 要

川を再生し、県民がゆとりと安らぎを実感できる河川空

３ 水辺再生１００プラ 1,336,500 2,822,900 2,822,900 間を創出する。

ン推進費 諸収 12,300 諸収 15,000 諸収 15,000

（県土整備部） 県債 1,196,000 県債 2,764,000 県債 2,764,000

一財 128,200 一財 43,900 一財 43,900 １ 新 県民提案箇所（２７箇所） ７億４，４００万円

鴨川（上尾市）ほか２６箇所

２ モデル事業箇所（３箇所） ８億７，０１０万円

芝川（川口市、鳩ヶ谷市）ほか２箇所

３ 部局連携箇所（９箇所） １０億５，６００万円

越戸川・谷中川（和光市）ほか８箇所

４ 継続整備箇所（４箇所） １億３，２００万円

高麗川（坂戸市）ほか３箇所

５ イベント・有識者会議等 ２，０８０万円

県土整備部

－ ３ －

【審査の考え方】

「川の国 埼玉」の実現に向けて、安らぎとに

ぎわいのある水辺空間づくりを行うとともに、清

流復活を推進する必要性を認め、要求額を措置し

た。



（単位：千円）

事 業 名 前年度予算額 要 求 額 審 査 額 摘 要

新

有間ダム、合角ダムに流入土砂が計画を大幅に上回る速

４ ダム等施設管理費 65,000 65,000 度で堆積していることから、ダムの貯水機能を確保するた

（堆積土砂掘削工事） 負担金 21,830 負担金 21,830 めの本格的な対策を始める。

一財 43,170 一財 43,170

堆積土砂掘削工事 ６５，０００千円

ダム湖内に堆積した土砂を掘削し搬出する。

・有間ダム ５５，０００千円

・合角ダム １０，０００千円

県土整備部

－ ４ －

【審査の考え方】

ダムの貯水機能の確保に向けて、堆砂対策等を

実施するため必要額を措置した。


